
『観
無
量
壽
経
』
の
序
分

に

つ
い
て

三

枝

樹

隆

善

一

お
よ
そ

一
つ
の
著
作
に
お
い
て
、
そ

の
序
文
の
占
め
る
位
置
は
、
は
な
は
だ
重

要
で
あ
る
。
ど
ん
な
書
物
で
も
、
お
よ
そ
序
文
を
も
た
な
い
も
の
は
な
い
。
序
文

と
い
う
も
の
は
、
例
え
て
い
え
ぼ
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
顔
の
よ
う
な

も

の
で

あ

る
。
あ
る
著
者
が

一
つ
の
著
作
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
序
文
に
最
大
限
の
注
意

を
沸
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
讃
者
が
そ
の
序
文
を
讃
め
ば
、
そ
の
作
者
の
意

圖
と
著
作
の
内
容
を
は
つ
き
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
経
曲
ハの
場
合
に

つ
い
て
も

い
え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

経
曲
ハの
場
合
に
は
、
経
典
は

一
般
の
書
物
の
よ
う
に
、
序
論
、
本
論
、
結
論
と
い

う
風
に
は
つ
き
り
と
遜
分
さ
れ
て
は

い
な
い
。
そ
こ
で
、
後
世
の
経
典
研
究
者
は

経
典
を
解
繹
す
る
と
き
に
、
経
典
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
勝
手
に
経
典
そ

の
も
の
を
、
序
分
、
正
宗
分
、
流
通
分

と
、い
う
風
に
匿
分
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
匿
分
の
方
法
が
、
作
者
の
意
圖
に

一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は

は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

、『観
無
量
壽
纒
』
の
序
分
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
問
題
に
し
よ
う
と
す
る

『
観
無
量
壽
経
』
の
序
分
の
部
分

も
、
そ
の
作
者
が
、
は
つ
き
り
と
序
分
、
正
宗
分
、
流
通
分
と
い
う
風
に
題
分
し

て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
経
典
の
序
分
は
、
果
し
て
ど
こ
ま
で
が
作
者
の
意
圖
し
た

序
分
に
相
當
す
る
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
後
世
の
経
典
研
究

者
が
自
分
の
主
観
に
基
ず
い
て
、
経
典
を
匠
分
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
経

典
の
匠
分
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

つ
た
も
の
に
な
る
こ
と
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は

『
観
無
量
壽
経
』
の
場
合
に
も
顯
著
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
澤
影

寺
慧
遠
、
嘉
群
寺
吉
藏
、
光
明
寺
善
導
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
経
典
を
註
繹
し
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
つ
た
立
場
か
ら
こ
の
経
典
を
分
科
し
て
い
る
が
、
そ
の
序
分
の
部
分

の
匠
分
に
つ
い
て
の
三
者
の
見
解
は
は
な
は
だ
し
く
異
な
つ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
は
ど
う
し
て
起

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

黙
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
小
論

の
意
圖
す
る
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

『
観
無
量
壽
経
』

一
巻
は
、西
暦
四
二
四
年
(宋

の
元
嘉
元
年
)、西
域
か
ら
中
國

七
七

●



入

文

學

論

集

め
建
郭
に
來
て
、
.鐘
山
の
道
林
精
舎

に
住
し
た
沙
門

盈
良

耶
舎

K
�
la
y
a
sa
s
に

よ

つ
て
、
元
嘉
年
間

(四
二
四
～
四
五
三

・
蛋
良
耶
舎
の
波
年
は
四
四
二
)
に
醗

C　
)

課

さ
れ
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
経
典
は
い
わ
ゆ
る
澤
土
三
部
経

の

一
つ
に

数
え
ら
れ
る

『無
量
壽
経
』
と
と
も
に
、
中
國
に
お
い
て
大
い
に
流
布
し
、
人
び

と
の
信
仰
生
活
に
大
き
な
影
響
を
與

え
、
多
く
の
學
信
に
よ
つ
て
研

究

講

説

さ

れ
、

つ
い
に
浮
土
教

の
主
要
経
典
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
に
至

つ
た
。
澤
土
教

の
主

要
経
典
の

一
つ
で
あ
る
こ
の

『観

無

量

壽

経
』
は
ど
の
部
分
ま
で
が
序
分
で
あ

り
、
ま
た
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
が
序
分
と
見
な
さ
れ
た
か
と
い
う
理
由
を
理
解
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、

い
さ
さ
か
冗
長
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
こ
の
経
典
の
序
分

と
見
な
さ
れ
て
い
る
部
分
を
抜
輝
し
て
み
よ
う
。
し
か
し
慧
遠
、
吉
藏
、
善
導
が

こ
の
経
典
の
序
分
と
見
な
し
て
い
る
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

つ
て
い
る
。
こ
れ
ら

三
者
の
う
ち
で
最
も
短
か
い
序
分
は
吉
藏
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
そ
れ
を
こ

こ
に
掲
げ
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

如
是
我
聞
。

一
時
佛
在
、
王
舎
城
、
蓄
閣
堀
山
中
、
與
大
比
丘
衆
、
千
二
百
五

十
人
倶
。
菩
薩
三
萬
二
千
、
文
珠
師
利
法
王
子
、
而
爲
上
首
。

(第

一
)
.

爾
時
、
王
舎
大
城
、
有

一
太
子
、
名
阿
閣
世
。
随
順
調
達
、
悪
友
之
教
、
牧
執

父
王
、
頻
婆
娑
羅
、
幽
閉
置
於
、

七
重
室
内
、
制
諸
群
臣
、

一
不
得
往
。
國
大

夫

人
、
名
章
提
希
。
恭
敬
大
王
、
燥
浴
清
澤
、
以
酢
密
和
妙
、
用
塗
其
身
、
諸

褻
路
中
、
盛
蒲
桃
漿
、
密
以
上
王
。
爾
時
大
王
、
食
妙
飲
漿
、
求
水
漱
口
、
漱

口
畢
已
、
合
掌
恭
敬
、
向
脅
閣
堀
山
、
遙
禮
世
尊
、
而
作
是
言
。
大
目
健
連
、

是
吾
親
友
、
願
興
慈
悲
、
授
我
八
戒
。
時
目
健
連
、
如
鷹
隼
飛
、
疾
至
王
所
、

日
日
如
是
、
授
王
八
戒
。

世
尊
亦
遣
、

尊
者
富
櫻
那
、

爲
王
説
法
。

如
是
時

間

、
経
三
七
日
。
王
食
麺
蜜
、
得
聞
法
故
、
顔
色
和
悦
。

(第
二
)

七
八

時
阿
閣
世
、
問
守
門
者
、
父
王
今
者
、

猫
存
在
耶
。

時
守
門
人
、

白
言
。

大

王
、
國
大
夫
人
、
身
塗
鋤
蜜
、
理
路
盛
漿
、
持
用
上
王
。
沙
門
目
蓮
、
及
富
櫻

那
、
從
空
而
來
、
爲
王
読
法
。
不
可
禁
制
。
時
阿
闇
世
、
聞
此
語
己
、
怒
其
母

日
。
我
母
是
賊
、
與
賊
爲
件
、
沙
門
悪
人
。
幻
惑
究
術
、
令
此
悪
王
、
多
日
不

死
。
師
執
利
劒
、
欲
害
其
母
。
時
有

一
臣
、
名
日
月
光
。
聰
明
多
智
。
及
與
書

婆
、
爲
王
作
禮
、

白
言
。
大
王
、

臣
聞
毘
陀
論
経
説
、

劫
初
己
來
、

有
諸
悪

王
、
貧
國
位
故
、
殺
害
其
父
、

一
萬
八
千
。
未
曾
聞
有
、
無
道
害
母
。
王
今
爲

此
、
殺
逆
之
事
、
汗
刹
利
種
。
臣
不
忍
聞
、
是
栴
陀
羅
。
不
宣
住
此
。
時

二
大

臣
、
説
此
語
寛
、
以
手
按
劒
、
郡
行
而
退
。
時
阿
閣
世
、
驚
怖
慎
催
、
告
蓄
婆

言
。
汝
不
爲
我
耶
。
書
婆
自
言
。
大
王
、
愼
莫
害
母
。
王
聞
此
語
、繊
悔
求
救
、

部
便
捨
劒
、
止
不
害
母
、
勅
語
内
官
、
閉
置
深
宮
、
不
令
復
出
。

(第
三
)

時
章
提
希
、
被
幽
閉
己
、
愁
憂
焦
埣
、
遙
向
脅
閣
堀
山
、
爲
佛
作
禮
、
而
作
是

1ji11I°
如
來
世
尊
、
在
昔
之
時
、
恒
遣
阿
難
、
來
慰
聞
我
。
我
今
愁
憂
。
世
尊
威

重
、
無
由
得
見
。
願
遣
目
連
、
尊
者
阿
難
、
與
我
相
見
。
作
是
語
己
、
悲
泣
雨

涙
、
遙
向
佛
禮
。
未
摩
頭
頃
、
爾
時
世
尊
、
在
書
閣
堀
山
、
知
章
提
希
、
心
之

所
念
、
師
勅
大
目
健
連
、
及
以
阿
難
、
從
空
而
來
。
佛
從
者
闇
堀
山
没
、
於
王

宮
出
。
時
章
提
希
、
禮
已
學
頭
、
見
世
尊
繹
迦
牟
尼
佛
、
身
紫
金
色
、
坐
百
寳

蓮
華
、
目
連
侍
左
、
阿
難
在
右
。
繹
梵
護
世
諸
天
、
在
虚
空
中
、
普
雨
天
華
、

(2
)

持
用
供
養
。

(第
四
)

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
経
文
の
内
容
は
、
要
す
る
に
四

つ
の
部
分
に
分
け
ら

れ
る
。
第

一
の
部
分
は
、
繹
尊
の
説
法
が
ど
う
し
て
成
立
し
た
か
と
い
う
條
件
が

述

べ
ら
れ
て
い
る
。
第

二
の
部
分
と
第
三
の
部
分
と
は
、
ま
さ
し
く
王
舎
城

の
悲

劇
が
叙
述
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
繹
尊
の
在
世
に
最
大
の
國
で
あ

つ
た
摩



蜴
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國
の
第
五
世
頻
婆
娑
羅

玄
§
び
誘
鍵
働
王
の

一
子
で
あ
る
阿
閣
世

a
j�tsa
tru
は
、
繹
尊
の
從
弟
で
あ
る
提
婆
達
多

D
ev
a
d
tta
に
唆
か
さ
れ
て
、

父
頻
婆
娑
羅
を
七
重
の
室
内
に
押
し
込

め
て
監
禁
し
た
。
そ
こ
で
、
王
后
で
あ
る

章
提
希
は
そ
れ
を
助
け
よ
う
と
し
て
賢
明
な
虜
置
を
構
じ
た
。
し
か
し
、
阿
闊
世

は
こ
の
こ
と
を
知
り
母
章
提
希
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
が
、
聰
明
な
月
光
と
い
う

家
臣
に
諭
さ
れ
、
ま
た
馨
者
で
あ
る
書
婆

旨
く
爵

o
に
止
め
ら
れ
て
殺
害
す
る
こ

と
を
断
念
し
た
が
、
さ
ら
に
母
章
提
希
を
深
宮
に
幽
閉
し
て
し
ま

つ
た
。
第
四
の

部
分
は
、
幽
閉
せ
ら
れ
た
章
提
希
が
、
人
生
の
極
限
状
態
の
場
に
追

い

っ
め

ら

れ
、
思
い
悩
み
、
や
せ
褻
え
て
、
遙
か
に
書
閣
堀
山
に
ま
し
ま
す
佛
陀
繹
尊
を
禮

舞
し
て
、
縁

つ
て
起

つ
た
自
分
の
苦
悩
を
打
明
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
吉
藏
は
何
故
に
こ
の
部
分
ま
で
を
序
分
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
の
叙
述
は
、
結
局
、
阿
閣
世

が
提
婆
達
多
に
唆
か
さ
れ
て
、
父
頻
婆
娑

羅
を
牢
獄
に
閉
U
込
め
、
そ
れ
を
助
け

よ
う
と
し
た
母
章
提
希
を
さ
ら
に
牢
獄
に

閉
じ
込
め
た
の
で
、
章
提
希
は
苦
し
み
懸
み
、

つ
い
に
そ
の
悩
み
を
繹
尊
に
打
明

け
る
と
い
う
内
容
に
な
つ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
吉
藏
は
、
章
提
希
が
こ
の
現
世
に

お
い
て
苦
悩
し
て
い
る
状
態
を
述

べ
て

い
る
部
分
ま
で
を
序
分
と
見
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

次
に
慧
遠
は
、
吉
藏
よ
り
も
少
し
長

い
部
分

(先
き
に
引
用
し
た
序
分
の
部
分

は
省
略
)
を
序
分
と
見
な
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち

,
時
章
提
希
、
見
佛
世
尊
、
自
紹
理
略
、

學
身
投
地
、

號
泣
向
佛
、

白
言
。

世

尊
、
我
宿
何
罪
、
生
此
悪
子
。
世
尊
復
有
、
何
等
因
縁
、
與
提
婆
達
多
、
共
爲

　M
　

春
属
。

(第
五
)

こ
こ
で
は
、
章
提
希
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
悪
逆
無
道
の
子
を
生
ん
だ
の

『観
無
量
壽
経
』
の
序
分
に
つ
い
て

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
何
の
悪
因
縁
が
あ

つ
て
、
わ
が
子
を
唆
か
し
た
提
婆
達
多
が

自
分
の
尊
敬
す
る
繹
尊
の
從
弟
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
煩
悶
し
、
章
提

希
は
身
を
地
に
投
じ
大
聲
を
あ
げ
て
泣
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
章
提
希
が
現
世
の
不
幸
に
苦
し
み
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
自
分
は
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
に
苦
し
み
悩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
自
聞
し
て
、

過
去
の
悪
因
縁
を
回
想
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
序
分
と
し
て
は
極
め
て
重
要

な
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
藏
は
ど
う
し
て
こ
の
重
要
な
部
分

を
切
り
捨
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

ご
言
で
い
え
ば
、
か
れ
が
現
世
肯
定

を
強
調
す
る
立
場
に
立

つ
て
序
分
の
部
分
を
決
定
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な

い
。
と

い
う
の
は
、
も
し
も
か
れ
が
現
世
肯
定
的
立
場
に
立
た
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
序
分

と
し
て
こ
の
よ
う
に
極
め
て
重
要
な
部
分
を
切
り
捨
て
て
李
然
と
し
て
い
る
わ
け

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
吉
藏
は
慧
遠
よ
り
も
約
二
十
年
の
ち

の
人

で
あ

る
。
そ
の
吉
藏
が
先
輩

の
見
解
を
無
硯
し
て
、
敢
え
て
慧
遠
の
序
分
よ
り
も
数
行

短
か
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
鯨
程

の
理
由
が
あ
つ
た
と
い
う

こ

と

に

な

る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
章
提
希
が
過
去
の
悪
因
縁
を
回
想
す
る
部
分
は
、
現
世
肯

定
的
立
場
に
立

つ
吉
藏
か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
序
分
に
加
え
る
必
要
が
な
い
と
考
え

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
反
し
て
、
慧
遠
が
吉
藏
よ
り
も
敷
行
長

い
部
分
を
序
分
と
見
な
し
て
い

る
こ
と
に
は
、
ま
た
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
章
提
希
が
ど
う

し
て
こ
の
世
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
苦

し
み
悩
み
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
理
由
を
み
ず
か
ら
過
去
に
湖

つ
て
反
省
追
求
し
て
い
る
こ
ど
は
、
宗
教
的
見

地
か
ら
す
れ
ば
、
甚
だ
重
要
な
意
味
を
も

つ
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
つ
て
、
慧
遠
は
少
な
く
ど
も
こ
の
序
分
の
遜
分
に
關
す
る
限
り
、
吉
藏
よ

七
九



人

文

學

論

集

り
も
よ
り
宗
教
的
で
あ

つ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

最
後
に
、
純
正
漂
土
教
の
大
成
者

と
い
わ
れ
る
善
導
は
、
こ
の
経
曲
ハの
序
分
の

部
分

(先
き
に
引
用
し
た
序
分
の
部
分
は
省
略
)
を
慧
遠
の
序
分
の
匿
切
に
績
い

て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
便
宜
上
、
三

つ
の
部
分
に
分
け
て

検
討
し
て
み
よ
う
。

唯
願
世
尊
。
爲
我
廣
説
、

無
憂
憐
虞
、

我
當
往
生
。

不
樂
閻
浮
提
、

濁
悪
世

也
。
此
濁
悪
虞
、
地
獄
餓
鬼
、
畜
生
盈
漏
、
多
不
善
聚
。
願
我
未
來
、
不
聞
悪

聲
、
不
見
悪
人
。
今
向
世
尊
、
五
艦
投
地
、
求
哀
戯
悔
。
唯
願
佛
日
、
教
我
観

於
、
清
深
業
虜
。
爾
時
世
尊
、
放
眉
間
光
。
其
光
金
色
、
偏
照
十
方
、
無
量
世

界
、
還
住
佛
頂
、
化
爲
金
璽
。
如
須
彌
山
。
十
方
諸
佛
、
澤
妙
國
土
、
皆
於
中

現
。
或
有
國
土
、
七
寳
合
成
。
復

有
國
土
、
純
是
蓮
華
。
復
有
國
土
、
如
自
在

天
宮
。
復
有
國
土
、
如
破
喫
鏡
。
十
方
國
土
、
皆
於
中
現
。
有
如
是
等
、
無
量

諸
佛
國
土
、
嚴
顯
可
観
、
令
章
提
希
見
。
時
章
提
希
、
白
佛
言
。
世
尊
。
是
諸

佛
土
、
錐
復
清
浮
、
皆
有
光
明
、
我
今
樂
生
、
極
樂
世
界
、
阿
彌
陀
佛
所
。
唯

(4
)

願
世
尊
、
教
我
思
惟
、
教
我
正
受
。
(第
六
)

先
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
吉
藏
が
、
序
分
と
見
な
し
て
い
る
部
分
を
内
容
か
ら

見

て
か
り
に
四
つ
の
部
分
に
分
け
る
と
、
慧
遠
の
そ
れ
は
五
つ
の
部
分
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
冨
分

す
る
と
、

こ
こ
の
善
導

の
序
分

の
部
分
は
第

六
の
部
分
に
相
當
す
る
こ
と
に
な
る
。
慧
遠
や
吉
藏
が
序
分
と
見
な
し
て
い
る
部

分

で
は
、
章
提
希

の
苦
懸
す
る
状
態
が
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
に
引
用
し
た
善
導

の
序
分
の
部
分
で
は
、
苦
悩
す
る
章
提
希
が
ま
つ
た
く
苦
慨
す
る
こ
と
の
な
い
極

八
〇

樂
世
界
を
願
う
と
こ
ろ
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
た
だ
、
願
く
ば
世
゜

尊
よ
。
ど
う
か
わ
た
く
し
に
こ
の
よ
う
な
憂
い
や
悩
み
の
な
い
世
界
を
お
教
え
下

さ

い
。
わ
た
く
し
は
そ
こ
に
生
ま
れ
か
わ
り
た
い
の
で
す
。
五
濁

(劫
濁
、
衆
生

濁
、
見
濁
、
煩
悩
濁
、
命
濁
)
や
十
悪

(殺
生
、
楡
盗
、
邪
妊
、
妄
語
、
悪
口
、

爾
舌
、
綺
語
、
貧
、
瞑
、
邪
見
)
の
汚
れ
に
滴
ち
た
こ
の
世
界
に
は
永
く
住
み
た

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
こ
の
世
界
に
は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
が
充
ち
漏
ち
て
、

よ
く
な
い
連
中
が
澤
山
住
ん
で
お
り
ま
す
。
世
尊
よ
。
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
か
ら

先
き
悪
人
の
名
ま
え
を
聞
く
こ
と
な
く
、
ま
た
無
道
な
悪
人
を
見
る
こ
と
の
な
い

國

へ
生
ま
れ
か
わ
つ
て
住
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
こ
の
よ
う
に
章
提
希
は

苦
懐
の
世
界
か
ら
み
ず
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
を
願

つ
て
い
る
の
で
あ

る
。

そ

こ

で
、
繹
尊
は
章
提
希

の
切
實
な
こ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
、
佛
力
を
も

つ
て
諸
佛

の
國
土
を
み
せ
し
め
ら
れ
た
。
章
提
希
は
、

こ
の
諸
佛
國
土
を
み
絡
わ
つ
て
、
そ

れ
ら
の
諸
佛
國
土
の
な
か
で
も
、
と
く
に
阿
彌
陀
佛

の
澤
土

へ
往
生
し
た
い
と
希

求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
章
提
希
は
、
繹
奪
に
阿
彌
陀
佛

の
極
樂
世
界
を
心

に
想
念
す
る
方
法
と
佛
を
観
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
の

で
あ
る
。

爾
時
世
尊
、
印
便
微
笑
、

有
五
色
光
、

從
佛
口
出
。

一
一
光
照
、

頻
婆
娑
羅

頂
。
爾
時
大
王
、
錐
在
幽
閉
、
心
眼
無
障
、
遙
見
世
尊
、
頭
面
作
禮
、
自
然
増

進
、
成
阿
那
含
。

爾
時
世
尊
、
告
章
提
希
。
汝
今
知
不
、
阿
彌
陀
佛
、
去
此
不
遠
。
汝
當
繋
念
、

諦
観
彼
國
ω
浮
業
成
者
。

我
今
爲
汝
、

廣
読
衆
讐
。

亦
令
未
來
世
、

一
切
凡

'
夫
、
欲
修
浮
業
者
、
得
生
西
方
、
極
樂
國
土
。
欲
生
彼
國
者
、
當
修
三
福
。

一

者
孝
養
父
母
、
奉
事
師
長
、
慈
心
不
殺
、
修
十
善
業
。

二
者
受
持
三
婦
、
具
足



衆
戒
、
不
犯
威
儀
。
三
者
登
菩
提
心
、
深
信
因
果
、
讃
論
大
乗
、
勘
進
行
者
。

如
此
三
事
、
名
爲
浮
業
。
佛
告
章
提
希
。
汝
今
知
不
、
此
三
種
業
、
過
去
未
來

(5
)

現
在
、
三
世
諸
佛
、
深
業
正
因
。
(第
七
)

そ
こ
で
、
繹
尊
は
章
提
希
の
心
の
な

か
を
見
透
し
て
、
阿
彌
陀
佛
の
願
意
を
顯

現
す
る
時
期
が
き
た
こ
と
を
喜
ば
れ
た
。
そ
う
し
て
繹
尊
が
微
笑
さ
れ
る
と
、
そ

の
口
も
と
よ
り
五
色
の
光
り
が
放
た
れ
た
と
い
う
。
そ
の
光
り
は
監
禁
さ
れ
て
い

る
父
頻
婆
娑
羅
の
頭
上
を
照
ら
し
、
そ
の
た
め
に
頻
婆
娑
羅
は
幽
閉
さ
れ
た
身
で

あ
り
な
が
ら
も
、
心
の
眼
が
開
か
れ
て
繹
尊
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
そ

こ
で
、
繹
尊
を
禮
葬
し
た
頻
婆
娑
羅
は
、
繹
尊
の
佛
力
に
よ
つ
て
自
然
に
欲
界

の

煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
父
頻
婆
娑
羅
が
ま
ず

救
濟
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
時
に
、繹
尊
は
ま
た
章
提
希
に
向

つ
て
次

の
よ
う
に
設
か
れ
た
。

「
あ
な
た
は
阿
彌
陀
佛
が
こ
の
近
く
に
お
ら
れ
る
こ
と
を

知

つ
て
い
ま
す
か
。
あ
な
た
は
い
ま
す
ぐ
に
精
紳
を
統

一
し
て
阿
彌
陀
佛

の
極
樂

國
土
を
想

い
浮

べ
て
み
な
さ
い
。
わ
た
く
し
は
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
成
就
す
る
た

め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
讐
え
を
も

つ
て
そ

の
方
法
を
読
い
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。
ま
た

こ
れ
に
よ

つ
て
こ
れ
か
ら
先
き
に
生
ま

れ
て
く
る
す
べ
て
の
人
び
と
を
も
、
西
方

の
極
樂
世
界

に
生
ま
れ
か
わ
る
よ
う

に
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。
」
こ
れ
に
績

い
て
、

さ
ら
に
繹
尊
は
世
俗
の
善
業
、
持
戒

の
善
法
、
そ
う
し
て
無
上
菩
提
を
求
め
る
行

業
と
の
三
輻
を
説
か
れ
た
。
そ
う
し
て
繹
尊
は
こ
れ
は
過
去
、現
在
、未
來
の
三
世

に
わ
た
る
諸
佛
の
澤
業
の
正
因
で
あ

る
こ
と
を
附
言
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

佛
告
阿
難
、
及
章
提
希
。
諦
聴
諦
聴
、
善
思
念
之
。
如
來
今
者
、
爲
未
來
世
、

一
切
衆
生
、
爲
煩
悩
賊
、

之
所
害
者
、

説
清
澤
業
。
善
哉
章
提
希
、

快
問
此

事
。
阿
難
汝
當
受
持
、
廣
爲
多
衆
、
宣
説
佛
語
。
如
來
今
者
、
教
章
提
希
、
及

『
観

無

量

、壽

経

』

の
.序

分

に

つ

い
て

未
來
世
、

一
切
衆
生
、
観
於
西
方
、
極
樂
世
界
。
以
佛
力
故
。
當
得
見
彼
、
清

浮
國
土
、
如
執
明
鏡
、
自
見
面
像
。
見
彼
國
土
、
極
妙
樂
事
、
心
漱
喜
故
、
慮

時
師
得
・
無
生
法
忍
。
佛
告
章
提
希
。
汝
是
凡
夫
、
心
想
轟
劣
。
未
得
天
眼
、

不
能
遠
観
。
諸
佛
如
來
、有
異
方
便
、令
汝
得
見
。
時
章
提
希
、白
佛
言
。
世
尊
、

如
我
今
者
、
以
佛
力
故
、
見
彼
國
土
。
若
佛
滅
後
、
諸
衆
生
等
、
濁
悪
不
善
、

(6
)

五
苦
所
逼
、云
何
當
見
、阿
彌
陀
佛
、
極
樂
世
界
。

(第
八
)

こ
れ
は
、
善
導
が
序
分
と
み
な
し
て
い
る
最
後

の
部
分

で
あ
る
。
以
上
、

「如

是
我
聞
」
の
最
初
か
ら
こ
の
部
分
ま
で
を
便
宜
上
、
八
つ
の
部
分
に
匠
切
つ
て
掲

げ
た
の
で
あ
る
が
、
善
導
は
、
こ
の
経
典
の
序
分
と
見
な
す
部
分

の
内
容
を
三
序

(7
)

七
縁
を
立
て
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
掲
げ
た
経
文
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
、
繹
尊
は
、
阿
難
、
章
提

希
お
よ
び
未
來
世
に
お
い
て
悩
み
苦
し
む
す
べ
て
の
人
び
と
に
封
し
て
、
極
樂
浮

土
と
そ
こ
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
阿
彌
陀
佛
を
観
察
す
る
方
法
を
設
か
れ
よ
う
と
さ

れ
て
い
る
。
繹
尊
は
章
提
希
が
こ
の
よ
う
な
質
問
を
よ
く
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と

述
懐
し
て
、
阿
難
に
封
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
た
。

「
阿
難
よ
。
お
ま
え
は

わ
た
く
し
の
説
く
教
え
を
廣
く
多
く
の
人
び
と
の
た
め
に
弘
め
て
も
ら

い
た
い
」

と
。
わ
た
く
し
は
章
提
希
や
未
來
世
に
お
い
て
悩
み
苦
し
む
人
び
と
め
た
め
に
、

阿
彌
陀
佛

の
住
ん
で
お
ら
れ
る
西
方
極
樂
浄
土
を
観
察
す
る
方
法
を
説
き
ま
し
よ

う
。
阿
彌
陀
佛
と
繹
尊

の
願
力
と
佛
力
に
よ
れ
ば
、
か
の
極
樂
深
土
を
は
つ
き
り

ど
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ち
よ
う
ど
よ
く
磨
か
れ
た
鏡
で
自
分

の
顔
や
姿

を
窟
し
て
み
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
極
樂
澤
土
の
美
し
さ
を
み
て

心
に
視
び
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
に
す
べ
て
の
も
の
の
あ
り
の
ま

ま
の
相
を
如
實
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
繹
尊
は
章
提
希
に
封
し
て

「
あ

八
一
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集

な
た
は
、
も
と
も
と
凡
夫
で
あ
つ
て
心

の
想
念
は
弱
劣
で
あ
る
。
い
ま
だ
天
眼
通

の
智
慧
を
得
て
い
な
い
か
ら
、
遠
い
佛

の
國
土
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
諸
佛
如
來
に
は
特
別
に
不

思
議
な
力
が
あ
る
か
ら
、
わ
た
く
し
は
こ

れ
に
よ
う
て
、
今
、
あ
な
た
に
阿
彌
陀
佛

の
極
樂
世
界
を
み
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
章
提
希
は
繹
尊
に
次

の
よ
う
に
問
う
た
。
「
世
尊
よ
。

わ
た
く
し
は
い
ま
佛

の
力
に
よ
つ
て
、

か
の
極
樂
澤
土
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
し
か
し
繹
尊
滅
後

の
未
來
世
に
生
を
う
け
る
人
び
と
は
現
世
に
苦
し
み
悩
ま

さ
れ
て
、
と
う
て
い
深
土
を
観
る
こ
と
が
で
き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
未
來
世

の

人
び
と
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
極
樂
漂

土
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
よ
う
か

」
と
。
そ
こ
で
繹
尊
は
こ
の
章
提
希

の
質
問
に
答
え
て
、
極
樂
浮
土

の
す

が

た

(相
)
を
観
察
す
る
方
法
を
説

こ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

人
間
と
い
う
も
の
は
、
結
局
、

こ
の
世
に
お
い
て
は
苦
し
み
悩
む
存

在

で

あ

る
の
そ
れ
で
人
間
は
苦
悩

の
な
い
世
界

を
必
然
的
に
追

い
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
悲
し
い
こ
と
に
、
人
間
は
自
分

の
力
で
は
苦
悩

の
な
い
世
界
を
観
る

こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
し
た
が
つ
て
、

人
間
が
そ
の
よ
う
な
世
界
を
観
て
、
そ
こ

に
生
ま
れ
か
わ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
も
佛
の
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
善
導
が
こ
の
纒
典

の
序
分
と
見
な
し
て
い
る
最
後
の
部
分

は
、
こ
の
よ
う
な
主
旨
に
基
ず

い
て
読

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

慧
遠
ハ
吉
藏
、
善
導
の

『観
無
量
壽
経
』
の
序
分
の
匠
分
の
仕
方
は
、
以
上
に

検
討
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

差
異
は
ど
う
し
て
起

つ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
こ
の
小
論
の
初
め
に
も
述

八
二
、

べ
た
よ
う
に
、
経
亜
ハに
は

一
般
に
序
論
、
本
論
、
結
論
と
い
う
よ
う
に
は
つ
き
り

と
し
た
塵
分
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
に
、
後
世
の
経
典
研
究
者
が
経
典
を
解
繹
す

る
時
に
、
そ
の
経
典
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
自
己
の
主
観
に
基
ず
い
て
経

典
そ
の
も
の
を
序
分
、
正
宗
分
、
流
通
分
と
い
う
よ
う
に
遜
分
し
た

か
ら

で
あ

る
。
こ
の
経
典
の
序
分
の
長
さ
か
ら
い
え
ぼ
、
吉
藏
の
が
最
も
短
か
く
、
こ
れ
よ

り
も
少
し
長
い
の
が
慧
遠
の
そ
れ
で
あ
り
、
最
も
長
い
の
が
善
導
の

そ

れ

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
経
典
の
序
分
の
決
定
を
異
に
し
て
い

る
の
は
、
か
れ
ら
の
経
典
の
讃
み
の
深
淺
に
關
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ζ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
経
典
の
序
分
を
最
も
短
か
く
匠
分
し
て

い
る

吉

藏

が
、
こ
の
経
典
の
讃
み
が
最
も
淺
か
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
吉
藏
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
中
國
き

つ
て
の
卓
越
し
た
三
論
學
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
關
す
る
造
艶卵

は
誰
よ
り
も
深
か
つ
た
に
違
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も

『
観
無
量
壽
経
』
の
研
究

に
關
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
學
者
で
あ

つ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
吉
藏
は
、

初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
血昂
提
希
が
こ
の
現
世
に
お
い
て
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
状
態

を
述
べ
て
い
る
部
分
ま
で
を
こ
の
経
典
の
序
分
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
吉
藏
が
現
世
と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
に
も
意
識
し
す
ぎ
た
結
果
と
・

し
て
の
匠
分
の
仕
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
藏
が
こ
の
維
典
の
讃
み
が
も
う

少
し
深
か
つ
た
な
ら
ぼ
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
匿
分
の
仕
方
は
し
な
か
つ
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
慧
遠
の
こ
の
経
典
の
匿
分
の
仕
方
は
吉
藏
の
そ
れ
よ
り
も
幾
分

す
ぐ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
卑
提
希
が
自
分
は
ど
う
し
て
こ
の

世
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
悩
み
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
ヒ
深
く
反
省
す
る
部
分
ま
で
を
序
分
と
見
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た



♂

が

つ
て
、
慧
遠
は
少
な
く
と
も
吉
藏
に
比
れ
ば
こ
の
経
典
の
讃
み
は
深
か
つ
た
ど

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
善
導
は
、
慧
遠
や
吉
藏
よ
り
も
遙
か
に
長
い
部
分
を
こ
の
経
典
の

序
分
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
果
し
て
如
何
な
る
理
由
に
基
ず
く

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
ま
で
述
べ
た
こ
の
経
典
の
旺
分
の
仕
方
か
ら
考
え
れ
ば
、

吉
藏
の
そ
れ
は
現
世
を
意
識
し
た
結
果

で
あ
り
、
ま
た
慧
遠
の
そ
れ
は
過
去
と
現

世
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
善
導
の
そ
れ
は
過

去
、
現
在
、
未
來
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
に
佛

教
で
は
す

べ
て
の
人
は
佛
に
な
れ
る
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
と
読
く

の

で
あ

る
・

が
、
善
導
は
こ
の
黙
を
と
く
に
重
覗
し
て

『観
無
量
壽
経
』
を
讃
ん

だ

の

で

あ

る
。
善
導
は
、
ど
ん
な
に
つ
ま
ら
ぬ
人
間
で
も
苦
し
み
も
悩
み
も
な
い
世
界
で
あ

る
極
樂
世
界
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
ど
説

い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
迷

い
多
き
人
間
は
自
分
の
力
で
は
そ
の
よ
う
な
極
樂
世
界
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
人
間
が
そ
こ
に
生
ま
れ
か
わ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ぼ
、
自
分

の
力
で
は

不
可
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ど
う
し
て
も
佛

の
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
善
導
が

『
観
無
量
壽
経
』

の
主
旨
を
述
べ
た
こ
の
部
分
ま
で
を
序
分

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
れ
が
い
か
に
こ
の
経
典
を
熟
讃
熟
考
し
て
そ
の
序
分
と

定
め
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
善
導
が
こ
の
経
典

の
眞
意
を
膣
得
す
る
た
め

に
、
如
何
に
心
血
を
注
い
で
こ
の
経
典
を
研
究
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
の

著

『
観
無
量
壽
経
』
の
註
繹
書

の
な
か
で
、
こ
の
序
分

の
た
め
に
精
細
な
註
繹
を

附
し
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

五

以
上
楡
討
し
た
よ
う
に

『
観
無
量
壽
経
』
の
代
表
的
な
註
繹
者
で
あ
る
慧
遠
、

『観
量
無
壽
経
』
の
序
分
に
つ
い
て

吉

藏

、

善

導

は

、

そ

れ

ぞ

れ

こ

の
経

典

の
序

分

と

見

な

し

て

い

る
部

分

に
差

異

が

認

め

ら

れ

る

が
、

わ

れ

わ

れ

は

こ
れ

ら

の
序

分

の
顧

分

の
仕

方

を

通

し

て
、

そ

れ

ぞ

れ

の
註
繹

者

が

こ

の
経

典

を

ど

の
よ

う

に

理
解

し

、

ま

た

ど

の
程

度

に

理
解

し

て

い
た

か

と

い
う

こ
と

を

容

易

に

理
解

す

る

こ
ど

が

で
き

る

の

で
あ

る

。

(本
學
講
師
)

註
(
1
)

繹
慧
鮫

撰

『
高
櫓
傳
』
巻
第
三

(
大
正
藏
経
五
十
巻
、

三
四
三
頁

下
)
。

(
2
)

『
佛
説
観
無
量
壽
経
』

(澤
土
宗
全
書

一
、
三
七
～

三
八
頁
。
吉
藏
は
こ
の
維
典

に

つ
い
て

「
此
経
、
例
爲
三
段
、
序
、
正
、
流
通
、
生
起
如
前
、
當
就
序
中
、
有

二

謂
、
通
序
、
別
序
…
…
」

吉
藏
撰

『
観
無
量
壽
経
義
疏
』

(深
土
宗
全
書
五
、

三
三

六
頁

下
)
と

い
い
、

そ
の
序
分
を
通
序
、
別
序

と
睡
分
し
て
論
明

し
て
い
る
。

そ
う

し
て
か
れ
が

「
時
章
提
希
、
見
佛
世
尊
、
下

三
段
初
章
寛
」

(潭
土
宗
全
書
五
、

三

四
〇
頁
下
)
と

い
う

こ
と
ば
で
結
ん

で
い
る
こ
と
は
、
そ
の
前

の

「
普
雨
天
華
、
持

用
供
養
」

ま
で
を
序
分

と
見
な
し
て

い
る
こ
と

に
な
る
。

(
3
)

『
佛
説
観
無
量
壽
経
』
(澤
土
宗
全
書

一
、

三
八
頁
)
。
慧
遠
は
序
分

の
匿
分
に

つ

ヘ

へ

い
て

「
此

経

始

終
、

文

別

有

三

、

謂
、

序

、

正

、

流

通

、
從

初

乃

至

、

世

尊

(
復
有

∀

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

何

(
等
因
)
縁
、
與
提
婆

達

(多
)
、

(共
)
爲
春
属
、
來

是
其
由
序
」
と
述

べ
て

い
る

(慧
遠
撰

『
観
無

量
壽
経
義
疏
』
、
澤

土
宗
全
書
五
、

一
七
二
頁
上
)
。

(4
)

『
佛
説
観
無
量
壽
経
』

(澤
土
宗
全
書

一
、
三
八
～

三
九
頁
)
。

(5
)

『
佛
説
観
無
量
壽
経
』

(澤
土
宗
全
書

一
、
三
九
百
煽)
。

(6
)

『
佛
説
観
無
量
壽
経
』

(澤
土
宗
全
書

一
、

三
九
頁
)
。

善
導

は
こ
の
経
典
の
序

ヘ

ヘ

ヘ

へ

分
の
囁
分
に

つ
い
て

「
從

此
以
下
、
就
文
料
簡
、
略
作
五
門
明
義
、

一
從
如
是
我
聞
、

へ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

下
至
五
苦
所
逼
、

云
何

(當
)
見
、

(
阿
彌
陀
佛
)
極
樂
世
界
、
己
來
、
明
其
序

分
」
と
説
明

し
て
い
る

(
善
導
集
記
『
観
経
序
分
義
』
巻
第

二
、
澤

土
宗
全
書

二
、

一

三
頁

下
)
。

(7
)

善
導

は
、

こ
の
経
典
の
序
分

と
見
な
し
て

い
る
部
分
を
さ
ら
に
三

つ
の
部
分
に

分
け
て

い
る
。

こ
れ
は
普

通
三
序
と
呼
ば
れ
る
が
、
三
序
と
は
讃
信
序

(「
如
是
我

聞
」
の

一
句
)
、
護
起
序
(
「
一
時
佛
在
」
か
ら
最
後
の

「
極
樂
世
界
」
ま
で
の
部
分
)
、

一

化
前
序

(
こ
れ
は
嚢
起
序
を
さ
ら
に
分
け

て
=

時
佛
在
」
か
ら
「
爾
爲
上
首
」
ま
で
の

部
分
)

で
あ
る
。

さ
ら

に
獲
起
序
の
内
容

は
七

つ
の
部
分

に
分
け
ら
れ
て
、

こ
れ
は

七
縁
と
呼
ば
れ
る
が
、
七
縁
と
は
、
1
化
前
序

(
本
論
文

の
第

一
の
部
分
)
、

2
禁
父
.

縁

(第

二
の
部
分
)
、
3
禁
骨
縁

(第

三
の
部
分
)

4
厭
苦
縁

(第
四

・
五
の
部
分
)
、

5

欣
澤
縁
(
第
六
の
部
分
)
、
6

散
善
顯
行
縁

(
第
七
の
部
分
)
、
7

定

善
示
観
縁

(第
八

の
部
分
)

で
あ
る
。

八
三




